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第２次安曇野市図書館基本計画（案）に対するパブリックコメントの実施結果 

 

 

 

 

１ 実施期間 

  平成 29 年 12 月 26 日から平成 30 年１月 24 日まで 

 

２ 意見提出者 

  １人 

 

３ 意見数 

  ４件 

 

４ パブリックコメントに係る意見の要旨と対応 

  別紙のとおり 
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No. 図書館基本計画 

該当箇所 
御意見の趣旨 対  応 

１ Ｐ10 

７ 計画の推進 

 

 

⑴ 「市民との協働に

より、市民ニーズに

沿った図書館運営

に 努 め て い き ま

す。」「運営状況につ

いて点検及び評価

を 毎 年 度 行 い ま

す。」「資料の充実」

に期待している。 

⑵ 「図書館活動の周

知」は中学生議会で

の提言の具体化を

望む。 

 

⑴ ご期待に沿える

よう、計画を着実

に進めていきま

す。 

⑵ 中学生議会での

答弁のとおり、児

童生徒の利用促進

を図るため、子ど

も向け「図書館だ

より」の発行など

を検討していきま

す。 

原 案 の

とおり 

２ 【現状と課題】 

Ｐ５ 

さまざまな「学び」

の場としての図書

館サービスの提供 

Ｐ６ 

「地域の教育力」

の向上 

【基本方針】 

Ｐ８ 

さまざまな「学び」

の場としての図書

館サービスの充実 

Ｐ９ 

市民の調査・研究

の支援 

レファレンスサー

ビスの充実、周知 

 

 

⑴ レファレンスサ

ービスの充実に最

も効果のあるのは

実務研修だと思う。

（Ｐ５，Ｐ６） 

⑵ レファレンスを

充実させ周知する

ことの具体的な方

策が不明（Ｐ８） 

⑶ 「専門的知識の習

得」「法令遵守に関

する研修」が「レフ

ァレンスサービス

担当職員の資質向

上」にどう結び付く

か理解できない。 

⑴ 日々利用者と向

き合うことで得ら

れる経験は、司書

としてのスキルア

ップには一番大切

なことと理解して

おり、それを職員

間で共有すること

が大切であると考

えています。 

⑵ 図書館を利用し

ていただく方が満

足していただくこ

とが一番と考えま

すが、具体的な方

策については、毎

年度策定する事業

計画の中で取り組

んでいきます。 

⑶  ご意見を考慮

⑴ ⑵ 

原 案 の

とおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 「レ

別 紙 



3 

し、職員の資質向

上は、レファレン

スサービスのみで

なく市民の調査・

研究全般を担うこ

とから右記のとお

り変更します。 

フ ァ レ

ン ス サ

ー ビ ス

を担う」

を 「 調

査・研究

の 支 援

を担う」 

３ Ｐ８ 

地域の教育力を高

める活動の推進 

小中学校校との連

携強化に期待するが、

一方的な資料の提供

でなく、「学校の勉強

に合わせた資料等を

増やすこと、例えばそ

の季節や時事問題に

合ったコーナーを作

ったり、学校でほしい

資料等について相談

する窓口を用意し、資

料を提供するシステ

ムを作ったら」との中

学生議会での提言を

具体化することがあ

ってもよい。 

学校図書館からの

要望をお聞きしなが

ら平成 28年度からの

学校調べ学習用図書

整備事業を進めま

す。 

また、現在、学校図

書館司書部会に公立

図書館職員が同席

し、意見交換やご要

望をお聞きしていま

すが、部内の連携を

さらに図る取り組み

を検討していきま

す。 

 

原 案 の

とおり 

４ 全般 中央図書館の新着

書に「図書館と法」「学

校図書館の教育力を

活かす」「１からわか

る図書館の障害者サ

ービス」「インターネ

ット時代のレファレ

ンス」「図書館のこれ

までとこれから」があ

り、これらの図書を参

考にすればもっと具

体的で説得力のある

基本計画がまとめら

れるのではないかと

貴重なご意見をい

ただき、ありがとう

ございます。 

図書館施策につい

ては、最新の情報の

収集に努め、また、市

の関係部署と情報共

有していきます。 
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思う。学校図書館との

連携については「市民

タイムス」のコラム

「教育革命？」（村澤

勝煕）（2018 年１月 21

日）が参考になる。 

テレビや新聞で気

になる記事・紹介があ

ると図書館で関連の

資料があるか確認し

ており、現場の課題解

決に役立つと思われ

る資料について担当

課にもお知らせして

いるので、行政に関わ

る職員が利用する図

書館となるべきであ

る。 

 

 

 


